
御
即
位
記
念
　
特
別
展

皇
室
の
名
宝

文
化
財
保
存
修
理
所

開
所
四
十
周
年
記
念
　
特
別
企
画

文
化
財
修
理
の

最
先
端

新
春
特
集
展
示

丑
づ
く
し

─
干
支
を
愛
で
る
─

　

水
色
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
名
札
に
、
親
し
み
や
す
い
笑
顔
。
展
示
に
関
連
し
た
体
験

が
出
来
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
い
つ
も
楽
し
そ
う
に

来
館
者
と
お
話
を
し
て
い
る
。
平
成
知
新
館
の
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し

て
六
年
、当
館
の
日
常
の
風
景
に
な
っ
て
い
た
「
京
博
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
の
活
動
が
、

ま
さ
か
こ
ん
な
形
で
中
止
に
な
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
六
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
「
ひ
と
ま
ず
三
月
九
日
ま
で
の
活

動
中
止
」
を
お
知
ら
せ
し
た
。
こ
の
時
は
ま
だ
、
事
態
が
そ
れ
ほ
ど
長
引
く
と
考
え

て
い
な
か
っ
た
。
再
開
に
備
え
て
次
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
な
ど
を
進
め
て
い

た
が
、
予
想
に
反
し
て
状
況
は
好
転
せ
ず
、
活
動
再
開
は
延
期
さ
れ
続
け
た
。

　

五
月
二
十
五
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
収
束
す
れ
ば
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
の
活
動
も
で
き
る
か
と
期
待
し
た
が
、
六
月
、
感
染
者
数
は
再
び
増
加
の

一
途
を
辿
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
七
月
六
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
止
の

お
知
ら
せ
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
送
信
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
は
特
別
展
「
聖
地
を
た
ず
ね
て
―
西
国
三
十
三
所
の
信
仰
と
至
宝
―
」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
第
二
期
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
任
期
の
最
後
の
活
動
だ
っ
た
の
だ
。
中

止
の
お
知
ら
せ
を
送
り
な
が
ら
、
落
胆
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
顔
を
想
像
し
、
胸
が

痛
ん
だ
。
活
動
の
最
大
の
柱
で
あ
る
「
さ
わ
る
・
話
す
」
が
安
心
し
て
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と
予
想
し
た
上
で
の
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。

　

京
博
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、「
来
館
者
に
文
化
財
の
魅
力
を
伝
え
る
」
と
い
う
当
初

の
目
的
を
超
え
、
博
物
館
と
来
館
者
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
気
づ
け
ば
大
き
な
存
在

表紙：霊元天皇即位図屏風（部分）狩野永納筆　京都国立博物館（11月3日〜 23日展示）／飛香舎襖絵　土佐光貞・光時筆　宮内庁京都事務所（この面は10月10日〜 11月1日展示）／
飛香舎調度のうち　松喰鶴蒔絵螺鈿二階厨子飾り　東京国立博物館（通期展示）／源氏物語図屏風 左隻（部分）　伝狩野永徳筆　宮内庁三の丸尚蔵館（11 月 3 日〜 23 日展示）

に
な
っ
て
い
た
と
感
じ
て
い
る
。
私
た
ち
に
来
館
者
の
生
の
声
を
届
け
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、当
館
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
自
身
の
言
葉
か
ら
、

気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
数
多
く
あ
っ
た
。

　

海
外
か
ら
来
て
熱
心
に
質
問
す
る
人
が
い
る
こ
と
、
毎
日
の
よ
う
に
通
う
常
連
さ

ん
が
い
る
こ
と
、
目
が
見
え
な
い
人
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
く

れ
た
こ
と
。
そ
れ
ら
は
来
館
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
だ
け
で
は
決
し
て
分
か
ら
な
い

し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
反
映
さ
れ
づ
ら
い
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
か
ら
も
得
難
い
情

報
だ
。
そ
う
し
た
嬉
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
い
つ
も
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
だ
っ
た
。

　

教
育
室
で
は
現
在
、
印
刷
物
や
ウ
ェ

ブ
な
ど
、
人
同
士
の
接
触
の
な
い
方
法

で
展
示
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
四
苦
八

苦
し
て
い
る
が
、
こ
の
先
の
展
示
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
眺
め
な
が
ら
、「
ナ
ビ
さ
ん

が
い
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
の
に
」

と
つ
い
つ
い
考
え
て
し
ま
う
。
再
び
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
、
さ
わ
っ
た
り
、

近
く
で
話
し
た
り
で
き
る
喜
び
を
噛
み

し
め
な
が
ら
、
活
動
が
で
き
る
日
が
来

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。
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表紙：霊元天皇即位図屏風（部分）狩野永納筆　京都国立博物館（11月3日〜 23日展示）／飛香舎襖絵　土佐光貞・光時筆　宮内庁京都事務所（この面は10月10日〜 11月1日展示）／
飛香舎調度のうち　松喰鶴蒔絵螺鈿二階厨子飾り　東京国立博物館（通期展示）／源氏物語図屏風 左隻（部分）　伝狩野永徳筆　宮内庁三の丸尚蔵館（11 月 3 日〜 23 日展示）

　講座・イベント
《特別展「皇室の名宝」記念講演会》
10月 10日（土）「宮廷と日本文化―雅な文化、その継承のこころ」
宮内庁三の丸尚蔵館首席研究官 太田 彩氏
10月 17日（土）「皇室に伝わった絵巻の至宝―春日権現験記絵を中心に―」
京都国立博物館研究員 井並林太郎
10月 24日（土）「皇室を彩る絵画―旧桂宮家伝来品を中心に―」
京都国立博物館主任研究員 福士雄也
10月 31日（土）【古典の日記念】

「宮内庁三の丸尚蔵館所蔵の書跡名品とその伝来―“禁裏御物”と諸家献上―」
宮内庁三の丸尚蔵館主任研究官 高梨真行氏
11月 7 日（土）「伏見天皇と「屏風土代」―天皇の書風形成―」
京都国立博物館美術室長／列品管理室長 羽田 聡
11月 14日（土）「御所をめぐる色とかたち」
京都国立博物館工芸室長／企画室長 山川 曉
※平成知新館 講堂にて 13 時 30 分〜 15 時に開催。定員100 名（予定。変更する場合があり
　ます）。聴講無料（ただし、講演会当日の聴講券付き日時指定券が必要）。

《特別展「皇室の名宝」キャンパスメンバーズ講演会》
講　師：山川 曉（京都国立博物館工芸室長／企画室長）

日　時：10月23日（金） 16 時〜17 時（15時30分開場）
会　場：平成知新館 講堂
※平成知新館 講堂にて 16 時〜 17 時に開催。定員100 名（予定。変更する場合があります）。 
　聴講無料（ただし、講演会当日の聴講券付き日時指定券が必要）。

【各講演会参加方法】
オンライン事前予約にて「聴講券付き日時指定券＋観覧セット券」をご購入、または「聴講　
券付き日時指定券」をご予約ください。
＊オンライン予約のご利用が難しい方のため、当日券を若干数ご用意しております。ただし、
　当日分がなくなり次第、終了となります。
＊詳細は展覧会公式サイトをご覧ください。

　これからの展覧会
◆ 仏教美術研究上野記念財団設立 50 周年記念 特別企画
　 新聞人のまなざし─上野有竹と日中書画の名品─
　2021年 2月 2 日（火）〜 3月7日（日）

◆ 日本書紀成立1300年記念 特集展示  国宝「日本書紀」と東アジアの古典籍
　2021年 2月 4 日（木）〜 2月28日（日）

◆ 特集展示　雛まつりと人形
　2021年 2月 9 日（火）〜 3月7日（日）

◆ 凝然国師没後 700 年 特別展　鑑真和上と戒律のあゆみ
　2021年 3月 27日（土）〜 5 月16日（日）

新型コロナウイルス感染症の感染予防、拡大防止のため、展覧会やイベントの中
止や延期、会期や展示期間の変更などを行う場合がありますので、最新情報につ
いては、当館ウェブサイト等をご確認くださいますようお願いいたします。

【特別展「皇室の名宝」  観覧券について】
本展は、新型コロナウイルス感染症の感染予防・拡大防止のため、オンライン
での事前予約制（日時指定券）を導入します。ご来館前に公式サイトから「日時
指定券＋観覧セット券」をご購入ください。事前予約は、前期分 9月25日から、
後期分10月20日から開始する予定です。皆様のご理解、ご協力のほどよろ
しくお願いします。
＜観覧料＞　一般 1,800 円　　大学生 1,200 円　　高校生 700 円
＊中学生以下、障害者の方とその介護者 1 名などの無料対象の方も、人数分の日時指定券
　の予約が必要です。入館の際に学生証、障害者手帳などをご提示ください。
＊キャンパスメンバーズ（含教職員）は、「日時指定券+キャンパスメンバーズ観覧セット券」
　をご購入ください。入館の際に、学生証または教職員証をご提示ください。
＊オンライン予約のご利用が難しい方のため、当日券を若干数ご用意しております。ただ
　し、当日分がなくなり次第、終了となります。
＊前売券・団体券はありません。
＊詳細は展覧会公式サイトをご覧ください。https://meiho2020.jp

【ご来館くださる皆様へのお願い】
当館では、新型コロナウイルスの感染拡大予防のための取り組みを行ってお
ります。安心して博物館をお楽しみいただける環境維持のため、マスクの着
用、検温など、皆様のご理解、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　

丑
（
牛
）
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
幅
広
い
年
齢
層
に
人
気
が
あ
る
も
っ
と
も
馴
染
み

の
深
い
動
物
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
人
類
と
の
つ
き
合
い
は
古
く
、
犬
を
は
じ
め
と
し
て

一
万
年
近
く
前
か
ら
山や

羊ぎ

・
羊
・
豚
に
次
い
で
家
畜
化
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
古
墳

時
代
に
な
り
伝
来
し
ま
し
た
。
牛
耕
や
運
搬
な
ど
が
本
格
化
し
た
平
安
時
代
に
は
神
の

使
者
や
乗
り
物
と
し
て
も
表
現
さ
れ
、
天
満
宮
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
神
仏
と
も
結
び

つ
い
て
、
庶
民
の
間
に
も
信
仰
が
拡
が
り
ま
す
。
中
世
以
降
は
、
日
々
の
営
み
に
寄
り

添
う
農
村
風
景
の
一
部
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
展
示
品
を
い
く
つ
か
紹
介
致
し
ま
し
ょ
う
。
牛
形
陶
俑
は
紀
元
前
後
・
中
国
漢

代
の
副
葬
品
で
、
富
の
所
有
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
五
～
六
世
紀
に
造
ら
れ
た
牛
形
埴

輪
（
写
真
１
）
は
、
独
特
な
体
躯
や
角
が
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
、
日
本
最
初
の
牛
の
姿

を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
十
二
支
の
丑
像
（
写
真
２
）
や
板
彫
十
二
神
将
の
丑

神
像
は
古
代
・
中
世
の
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
造
形
で
す
。
中
世
の
禅
僧
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
放
牛
図
の
牛
は
平
穏
な
悟
り
の
世
界
の
象
徴
と
い
わ
れ
、
近
世
初
頭
の
俵
屋
宗
達

水
墨
画
の
傑
作
・
牛
図
は
重
量
感
溢
れ
る
牛
の
姿
で
自
由
な
精
神
を
謳う

た

っ
た
名
品
で
す
。

　

一
方
、
牧
童
吹
笛
図
（
写
真
３
）
は
、
人
と
の
組
合
せ
で
悟
り
に
至
る
過
程
を
表
し

た
中
国
伝
来
の
禅
画
・
十
牛
図
を
暗
示
し
、
悟
り
の
境
地
を
描
い
た
と
も
み
ら
れ
ま
す
。

数
頭
の
牛
を
描
く
二
つ
の
屏
風
図

に
深
遠
な
哲
学
的
世
界
を
垣
間
見

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。　

　

ほ
か
に
も
、
愛
ら
し
い
描
写
・

造
形
の
作
品
か
ら
野
性
味
に
あ
ふ

れ
た
迫
力
あ
る
作
品
ま
で
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な「
牛
」

た
ち
と
新
春
の
一
時
を
過
ご
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（

古
谷　

毅
）

新
春
特
集
展
示

丑
づ
く
し
―
干
支
を
愛
で
る
―

12 
月

19 
日
（
土
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日
（
日
）

【
平
成
知
新
館　

１
Ｆ
─
２
】

【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
一
覧
】

＊
令
和
２
年
９
月
末
現
在

三
州
ペ
イ
ン
ト
株
式
会
社
／

有
限
会
社
竹
内
美
術
店
／
土
屋 

和
之
／

株
式
会
社S

C
R

E
E

N

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
／

株
式
会
社 

俄
／N

IS
S

H
A

株
式
会
社
／

彌
榮
自
動
車
株
式
会
社
／

株
式
会
社
聖
護
院
八
ッ
橋
総
本
店
／

学
校
法
人
二
本
松
学
院

【
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
一
覧
】

＊
令
和
２
年
９
月
末
現
在

学
校
法
人　

瓜
生
山
学
園
／

国
立
大
学
法
人　

大
阪
大
学
／

大
阪
大
谷
大
学
／

大
谷
大
学
／
大
手
前
大
学
／

学
校
法
人　

関
西
大
学
／

学
校
法
人　

関
西
学
院
／
京
都
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
外
国
語
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

京
都
教
育
大
学
／

京
都
工
芸
繊
維
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
産
業
大
学
／

学
校
法
人　

京
都
女
子
学
園
／

京
都
市
立
芸
術
大
学
／
京
都
精
華
大
学
／

京
都
橘
大
学
／
京
都
府
立
大
学
／

近
畿
大
学
／
嵯
峨
美
術
大
学
／

国
立
大
学
法
人　

滋
賀
大
学
／

四
天
王
寺
大
学
／
就
実
大
学
／

成
安
造
形
大
学
／
帝
塚
山
大
学
／

学
校
法
人　

同
志
社
／
奈
良
大
学
／

奈
良
女
子
大
学
／

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
／

学
校
法
人　

二
本
松
学
院
／
花
園
大
学
／

佛
教
大
学
／
学
校
法
人　

立
命
館
／

龍
谷
大
学

（写真３）牧童吹笛図　長沢芦雪筆　江戸時代　18 世紀　京都・久昌院 （写真２）新羅十二支像護石拓本のうち丑像（韓国・
慶州市 金廋信将軍墓）　統一新羅時代　8 〜 9 世
紀　京都国立博物館



来
館
者
と
博
物
館
の
間
に
―
京
博
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
―

　

水
色
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
名
札
に
、
親
し
み
や
す
い
笑
顔
。
展
示
に
関
連
し
た
体
験

が
出
来
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
い
つ
も
楽
し
そ
う
に

来
館
者
と
お
話
を
し
て
い
る
。
平
成
知
新
館
の
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し

て
六
年
、当
館
の
日
常
の
風
景
に
な
っ
て
い
た
「
京
博
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
の
活
動
が
、

ま
さ
か
こ
ん
な
形
で
中
止
に
な
る
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
六
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
「
ひ
と
ま
ず
三
月
九
日
ま
で
の
活

動
中
止
」
を
お
知
ら
せ
し
た
。
こ
の
時
は
ま
だ
、
事
態
が
そ
れ
ほ
ど
長
引
く
と
考
え

て
い
な
か
っ
た
。
再
開
に
備
え
て
次
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
準
備
な
ど
を
進
め
て
い

た
が
、
予
想
に
反
し
て
状
況
は
好
転
せ
ず
、
活
動
再
開
は
延
期
さ
れ
続
け
た
。

　

五
月
二
十
五
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
収
束
す
れ
ば
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
の
活
動
も
で
き
る
か
と
期
待
し
た
が
、
六
月
、
感
染
者
数
は
再
び
増
加
の

一
途
を
辿
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
七
月
六
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
止
の

お
知
ら
せ
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
送
信
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
は
特
別
展
「
聖
地
を
た
ず
ね
て
―
西
国
三
十
三
所
の
信
仰
と
至
宝
―
」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
第
二
期
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
任
期
の
最
後
の
活
動
だ
っ
た
の
だ
。
中

止
の
お
知
ら
せ
を
送
り
な
が
ら
、
落
胆
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
顔
を
想
像
し
、
胸
が

痛
ん
だ
。
活
動
の
最
大
の
柱
で
あ
る
「
さ
わ
る
・
話
す
」
が
安
心
し
て
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
、年
単
位
の
時
間
が
か
か
る
と
予
想
し
た
上
で
の
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。

　

京
博
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
、「
来
館
者
に
文
化
財
の
魅
力
を
伝
え
る
」
と
い
う
当
初

の
目
的
を
超
え
、
博
物
館
と
来
館
者
の
橋
渡
し
役
と
し
て
、
気
づ
け
ば
大
き
な
存
在

京
都
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員

水
谷
亜
希

表紙：霊元天皇即位図屏風（部分）狩野永納筆　京都国立博物館（11月3日〜 23日展示）／飛香舎襖絵　土佐光貞・光時筆　宮内庁京都事務所（この面は10月10日〜 11月1日展示）／
飛香舎調度のうち　松喰鶴蒔絵螺鈿二階厨子飾り　東京国立博物館（通期展示）／源氏物語図屏風 左隻（部分）　伝狩野永徳筆　宮内庁三の丸尚蔵館（11 月 3 日〜 23 日展示）

ミュージアム・カートで活動する京博ナビゲーター

に
な
っ
て
い
た
と
感
じ
て
い
る
。
私
た
ち
に
来
館
者
の
生
の
声
を
届
け
て
く
れ
る
だ

け
で
な
く
、当
館
の
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
自
身
の
言
葉
か
ら
、

気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
数
多
く
あ
っ
た
。

　

海
外
か
ら
来
て
熱
心
に
質
問
す
る
人
が
い
る
こ
と
、
毎
日
の
よ
う
に
通
う
常
連
さ

ん
が
い
る
こ
と
、
目
が
見
え
な
い
人
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
カ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
く

れ
た
こ
と
。
そ
れ
ら
は
来
館
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
だ
け
で
は
決
し
て
分
か
ら
な
い

し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
反
映
さ
れ
づ
ら
い
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
か
ら
も
得
難
い
情

報
だ
。
そ
う
し
た
嬉
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
い
つ
も
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
だ
っ
た
。

　

教
育
室
で
は
現
在
、
印
刷
物
や
ウ
ェ

ブ
な
ど
、
人
同
士
の
接
触
の
な
い
方
法

で
展
示
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
四
苦
八

苦
し
て
い
る
が
、
こ
の
先
の
展
示
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
眺
め
な
が
ら
、「
ナ
ビ
さ
ん

が
い
た
ら
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
の
に
」

と
つ
い
つ
い
考
え
て
し
ま
う
。
再
び
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
、
さ
わ
っ
た
り
、

近
く
で
話
し
た
り
で
き
る
喜
び
を
噛
み

し
め
な
が
ら
、
活
動
が
で
き
る
日
が
来

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

　

丑
（
牛
）
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
幅
広
い
年
齢
層
に
人
気
が
あ
る
も
っ
と
も
馴
染
み

の
深
い
動
物
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
人
類
と
の
つ
き
合
い
は
古
く
、
犬
を
は
じ
め
と
し
て

一
万
年
近
く
前
か
ら
山や

羊ぎ

・
羊
・
豚
に
次
い
で
家
畜
化
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
古
墳

時
代
に
な
り
伝
来
し
ま
し
た
。
牛
耕
や
運
搬
な
ど
が
本
格
化
し
た
平
安
時
代
に
は
神
の

使
者
や
乗
り
物
と
し
て
も
表
現
さ
れ
、
天
満
宮
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
神
仏
と
も
結
び

つ
い
て
、
庶
民
の
間
に
も
信
仰
が
拡
が
り
ま
す
。
中
世
以
降
は
、
日
々
の
営
み
に
寄
り

添
う
農
村
風
景
の
一
部
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
展
示
品
を
い
く
つ
か
紹
介
致
し
ま
し
ょ
う
。
牛
形
陶
俑
は
紀
元
前
後
・
中
国
漢

代
の
副
葬
品
で
、
富
の
所
有
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
五
～
六
世
紀
に
造
ら
れ
た
牛
形
埴

輪
（
写
真
１
）
は
、
独
特
な
体
躯
や
角
が
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
、
日
本
最
初
の
牛
の
姿

を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
十
二
支
の
丑
像
（
写
真
２
）
や
板
彫
十
二
神
将
の
丑

神
像
は
古
代
・
中
世
の
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た
造
形
で
す
。
中
世
の
禅
僧
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
放
牛
図
の
牛
は
平
穏
な
悟
り
の
世
界
の
象
徴
と
い
わ
れ
、
近
世
初
頭
の
俵
屋
宗
達

水
墨
画
の
傑
作
・
牛
図
は
重
量
感
溢
れ
る
牛
の
姿
で
自
由
な
精
神
を
謳う

た

っ
た
名
品
で
す
。

　

一
方
、
牧
童
吹
笛
図
（
写
真
３
）
は
、
人
と
の
組
合
せ
で
悟
り
に
至
る
過
程
を
表
し

た
中
国
伝
来
の
禅
画
・
十
牛
図
を
暗
示
し
、
悟
り
の
境
地
を
描
い
た
と
も
み
ら
れ
ま
す
。

数
頭
の
牛
を
描
く
二
つ
の
屏
風
図

に
深
遠
な
哲
学
的
世
界
を
垣
間
見

る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。　

　

ほ
か
に
も
、
愛
ら
し
い
描
写
・

造
形
の
作
品
か
ら
野
性
味
に
あ
ふ

れ
た
迫
力
あ
る
作
品
ま
で
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な「
牛
」

た
ち
と
新
春
の
一
時
を
過
ご
し
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（

古
谷　

毅
）

（写真３）牧童吹笛図　長沢芦雪筆　江戸時代　18 世紀　京都・久昌院



　講座・イベント
《特別展「皇室の名宝」記念講演会》
10月 10日（土）「宮廷と日本文化―雅な文化、その継承のこころ」
宮内庁三の丸尚蔵館首席研究官 太田 彩氏
10月 17日（土）「皇室に伝わった絵巻の至宝―春日権現験記絵を中心に―」
京都国立博物館研究員 井並林太郎
10月 24日（土）「皇室を彩る絵画―旧桂宮家伝来品を中心に―」
京都国立博物館主任研究員 福士雄也
10月 31日（土）【古典の日記念】

「宮内庁三の丸尚蔵館所蔵の書跡名品とその伝来―“禁裏御物”と諸家献上―」
宮内庁三の丸尚蔵館主任研究官 高梨真行氏
11月 7 日（土）「伏見天皇と「屏風土代」―天皇の書風形成―」
京都国立博物館美術室長／列品管理室長 羽田 聡
11月 14日（土）「御所をめぐる色とかたち」
京都国立博物館工芸室長／企画室長 山川 曉
※平成知新館 講堂にて 13 時 30 分〜 15 時に開催。定員100 名（予定。変更する場合があり
　ます）。聴講無料（ただし、講演会当日の聴講券付き日時指定券が必要）。

《特別展「皇室の名宝」キャンパスメンバーズ講演会》
講　師：山川 曉（京都国立博物館工芸室長／企画室長）

日　時：10月23日（金） 16 時〜17 時（15時30分開場）
会　場：平成知新館 講堂
※平成知新館 講堂にて 16 時〜 17 時に開催。定員100 名（予定。変更する場合があります）。 
　聴講無料（ただし、講演会当日の聴講券付き日時指定券が必要）。

【各講演会参加方法】
オンライン事前予約にて「聴講券付き日時指定券＋観覧セット券」をご購入、または「聴講　
券付き日時指定券」をご予約ください。
＊オンライン予約のご利用が難しい方のため、当日券を若干数ご用意しております。ただし、
　当日分がなくなり次第、終了となります。
＊詳細は展覧会公式サイトをご覧ください。

　これからの展覧会
◆ 仏教美術研究上野記念財団設立 50 周年記念 特別企画
　 新聞人のまなざし─上野有竹と日中書画の名品─
　2021年 2月 2 日（火）〜 3月7日（日）

◆ 日本書紀成立1300年記念 特集展示  国宝「日本書紀」と東アジアの古典籍
　2021年 2月 4 日（木）〜 2月28日（日）

◆ 特集展示　雛まつりと人形
　2021年 2月 9 日（火）〜 3月7日（日）

◆ 凝然国師没後 700 年 特別展　鑑真和上と戒律のあゆみ
　2021年 3月 27日（土）〜 5 月16日（日）

〒 605-0931　京都市東山区茶屋町 527
TEL. 075-525-2473（テレホンサービス）

ホームページ https://www.kyohaku.go.jp/

発行日　　 2020年10月１日 デザイン　谷なつ子
編集・発行  京都国立博物館 印刷　岡村印刷工業株式会社

アクセス
ＪＲ＝京都駅下車、市バスＤ２のりばより206・208 号系統、
Ｄ１のりばより100号系統にて博物館・三十三間堂前下車すぐ
プリンセスラインバス京都駅八条口のりばより京都女子大学前行
にて東山七条下車、徒歩１分
近鉄電車＝丹波橋駅下車、京阪電車丹波橋駅から出町柳方面行
にて七条駅下車、東へ徒歩７分
京阪電車＝七条駅下車、東へ徒歩７分
阪急電車＝京都河原町駅下車、京阪電車祇園四条駅から大阪方
面行きにて七条駅下車、東へ徒歩７分
駐車場は有料となっております。ご来館の際は、なるべく公共交
通機関をご利用ください。

＊「博物館だより」を郵送ご希望の方は、返信用封筒（角２封筒は120円、
長３封筒は 94 円切手貼付、宛名明記）を同封して、当館企画室まで
お申し込みください。

◆ 部分開館および庭園のみ開館の予定 ◆
特別展の前後を含めた期間は、展示作業等のため、名品ギャラリー
を休止しております。ご来館の皆様にはご不便をおかけいたします
が、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

庭園のみ開館期間：9 月15日（火）〜10月 8日（木）
　　　　　　　　　　 11月 25日（水）〜12月18日（金）

ご利用案内

［開館時間］ <9月15日〜10月8日>  9：30〜 17：00　
 <10月10日〜11月23日> 9：30〜 18：00　
 <11月25日〜12月27日> 9：30〜 17：00　
 ＊入館は各閉館の 30 分前まで
 ＊夜間開館は実施しません。

［観覧料］ 【特別展】<10 月 10 日〜 11 月 23 日 >
 一般 1800円、大学生1200円、高校生 700 円
 ＊中学生以下、障害者とその介護者 1 名は無料（要証明）
 ＊前売券・団体券はありません。
 ＊左記をあわせてご覧ください。

 【名品ギャラリー】<12月19日〜3月7日 > 
 一般700円、大学生350 円
 ＊高校生以下および満 18 歳未満、満 70 歳以上、障害者とその
 　介護者 1 名は無料（要証明）。
 ＊キャンパスメンバーズ（含教職員）は学生証または教職員証を 
 　ご提示いただくと、無料となります。

 【庭園のみ開館期間】〈9 月15日〜 10月 8日〉
 　　　　　　　　　　〈11月25日〜12月18日〉
 一般300円、大学生150 円  
 ＊高校生以下および満 18 歳未満、満 70 歳以上、障害者とその
 　介護者 1 名は無料（要証明）。
 ＊キャンパスメンバーズ（含教職員）は学生証または教職員証を 
 　ご提示いただくと、無料となります。
 ＊有料（一般のみ）にてご入館の方には、庭園ガイド冊子がつき
 　ます。

［休館日］ 月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌火曜日休館）

 10月9日、12月28日〜 2021年 1月1日

新型コロナウイルス感染症の感染予防、拡大防止のため、展覧会やイベントの中
止や延期、会期や展示期間の変更などを行う場合がありますので、最新情報につ
いては、当館ウェブサイト等をご確認くださいますようお願いいたします。

【特別展「皇室の名宝」  観覧券について】
本展は、新型コロナウイルス感染症の感染予防・拡大防止のため、オンライン
での事前予約制（日時指定券）を導入します。ご来館前に公式サイトから「日時
指定券＋観覧セット券」をご購入ください。事前予約は、前期分 9月25日から、
後期分10月20日から開始する予定です。皆様のご理解、ご協力のほどよろ
しくお願いします。
＜観覧料＞　一般 1,800 円　　大学生 1,200 円　　高校生 700 円
＊中学生以下、障害者の方とその介護者 1 名などの無料対象の方も、人数分の日時指定券
　の予約が必要です。入館の際に学生証、障害者手帳などをご提示ください。
＊キャンパスメンバーズ（含教職員）は、「日時指定券+キャンパスメンバーズ観覧セット券」
　をご購入ください。入館の際に、学生証または教職員証をご提示ください。
＊オンライン予約のご利用が難しい方のため、当日券を若干数ご用意しております。ただ
　し、当日分がなくなり次第、終了となります。
＊前売券・団体券はありません。
＊詳細は展覧会公式サイトをご覧ください。https://meiho2020.jp

【ご来館くださる皆様へのお願い】
当館では、新型コロナウイルスの感染拡大予防のための取り組みを行ってお
ります。安心して博物館をお楽しみいただける環境維持のため、マスクの着
用、検温など、皆様のご理解、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
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